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【研究の目的】 

妊娠中に卵巣腫瘍を認める頻度は約 5-6%とされ、その内の数％程度が卵巣腫瘍

茎捻転や破裂、悪性腫瘍の疑いなどの理由で妊娠中に手術を要する。 

手術の方法としては腹腔鏡手術については妊婦や胎児への全身麻酔や二酸化炭

素による気腹の影響が不明であったため、長く開腹手術で施行されてきた。しか

し、近年腹腔鏡手術が多く施行されるようになってきたことで、術後の長期的な

情報が得られるようになり、腹腔鏡手術は開腹手術と比較して手術合併症が少

ない、低侵襲などのメリットがあることが明らかとなった。また全身麻酔の影響

や気腹の妊婦や胎児への影響も大きな問題はないと考えられるようになってき

ており、各種ガイドラインでも妊娠中の腹腔鏡手術が推奨されるようになって

きている。ただし、全身麻酔や二酸化炭素による気腹の妊婦や胎児への影響や安

全性はおそらく問題ないと考えられるようになってきているものの、まだ十分

には証明されていないため、可能であれば避けることが望ましい状態である。そ

こで、当院では全身麻酔や二酸化炭素による気腹の妊婦や胎児への影響を回避

しながら、手術合併症や低侵襲な利点を得る方法として、腹腔鏡手術を腰椎麻酔

下で行う吊り上げ式で行う術式を 2018年より採用している。この術式は「産婦

人科内視鏡手術ガイドライン 2019年版」にも妊娠症例に対する腹腔鏡手術の方



法として、全身麻酔や気腹の影響を避けられる利点がある方法として記載され

ている術式であるが、まだ施行出来る施設が限られているため、術式の利点や注

意点については今後も検討が必要と考える。吊り上げ式腹腔鏡補助下手術の利

点や注意点の検討を行うために、後方視的に妊娠中の吊り上げ式腹腔鏡補助下

手術について開腹術式との比較研究を行う。 

 

【研究の方法】 

・対象 大阪赤十字病院において 2015 年 3 月から 2023 年 2 月までに妊娠中に

付属器腫瘍の手術を行なった患者 

・方法 2015年 3月から 2023年 2月までに妊娠中に付属器腫瘍の手術を行なっ

た患者様を対象とし、以下の項目について術式による違いを評価、検討する 

：妊娠週数、疾患名、術式、腫瘍径、手術時間、皮膚切開創長、鎮痛薬使用回数、

術後在院日数、病理診断結果、妊娠の転機 

 

・利用する情報  

妊娠週数、疾患名、術式、腫瘍径、手術時間、皮膚切開創長、鎮痛薬使用回数、

術後在院日数、病理診断結果、妊娠の転機 

 

【個人情報の取り扱い】 

この研究成果は学会や学術雑誌などで発表することがありますが、あなた自身

のプライバシーに関する秘密はすべて厳重に守られます。データは匿名化を行

いますので、名前などの個人を特定できる情報が報告に当たって使用されるこ

とは一切ありません。 

【外部への試料・情報の提供方法】 

外部への提供は行いません。 

 



【問い合わせ先】 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせくださ

い。また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患

者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので下

記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じること

はありません。 

ただ既にデータの解析が行われた場合や結果が公表された場合など、削除でき

ない場合もあります。 

 

この研究は国の定めた指針に従い、当院の医療倫理審査委員会の審査・承認を得

て実施しています。 

 

大阪赤十字病院 産婦人科 

〒543-8555大阪市天王寺区筆ケ崎町5-30 
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